
 

 

 

 

 

 

むつ使用済み核燃料中間貯蔵施設問題、新局面へ！ 
①８月 16日、原子力規制委員会より施設の詳細設計工事認可を得たと発表しました。 
②９月１日、総務省の地方財政審議会がむつ市の核燃料税認可の方向を確認しました。 

【設計工事認可について】 

 リサイクル燃料貯蔵㈱は、詳細設計の認可(設工認)に

ついて原子力規制委員会の認可を受けたと発表しました。

今後は安全対策工事の本格実施に入るとしています。ま

た、使用前事業者検査や、設備の運用方法などを定めた

保安規定の認可でなどが予定されます。 

また、当然、青森県やむつ市との安全協定などはこれ

からです。ただ、使用済み燃料の搬出先とされていた

「第２再処理工場」の検討は宙に浮いたまま、六ヶ所村

の冉処理工場も完成のメドは立っておらす、中間貯蔵す

る前提となる再処理事業が動いていない状況です。 

 このように受け入れた燃料の搬出先は全く見通せず、

今後の手続きが進んだとしても実際の操業開始は不透明

であることに変わりはありません。万が一、再処埋工場

が完成していない状況で中間貯蔵事業が始まれば、核燃

料サイクルで処理し切れない使用済み燃料を保管すると

いう本来の事業目的と整合性が取れません。そうした意

味でも今後の具体的な操業時期は再処理工場の完成時期

などに関連を持ち、その影響を受けるのは必至です。 

【核燃料税新設について】 

むつ市が導人に向けて総務省へ申請していた使用済燃

料税（核燃新税）の大臣協議を巡リ、有識者でつくる国

の地方財政審議会が、新税に「同意すべきだ」として事

実上合意したことが判明しました。このことを踏まえ、

今後、総務大臣が同意について最終判断するとしていま

す。しかし、一方で、納税義務事業者（RFS 社）とむつ

市の主張は依然として対立状態です。この点について地

方財政審議会は議論を継続し、むつ市側に事業者（RFS

社）の理解を得るよう促す方針とのことです。 

事業者（RFS 社）は従来、「具体的な搬入計画が示さ

れていないため収支計画を策定できない」と主張してい

ますが、いまだにその主張は変更していません。 

地方財政審議会は税制度としてむつ市の税率について

他地域の先例と比べて著しく高いとは言えないと判断し

たものとみられます。 

 また、むつ市当局はこうした状況について９月 16日、

むつ市議会核燃料税特別委員会を開催し報告する予定で

あるとしています。 
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新局面を迎えても根本問題
は何一つ解決していません！ 
また、税金制度を巡る青森県
との調整も全く議論されてい
ません。今ならまだ引き戻せ
ます。 



税問題が進展すれば、東京電力や日本原電の搬出が実質不可能な現在、 
関西電力による共同利用も再燃しかねません。注意深い監視が大切です。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
一方、青森県側との意思統一は進んでおらず、 
最終決定にはまだ時間を要すると判断されます。 
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《８月 15日：マエダ本店前》77回目の終戦記念日、下北地域９条の会、街宣行動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次世界大戦の終結から77年目の終戦記念日を迎え

ました。15 年に及んだアジア・太平洋戦争は、310 万人

もの日本人の命を奪っただけでなく、日本の侵略と植民

地支配によりアジア諸国をはじめ多くの国々に多大な犠

牲と損害を与えました。 

 菅政権の退陣を受けて誕生した岸田政権は、「台湾有

事」を想定した南西諸島での自衛隊基地の強化や日米共

同作戦の具体化を図り、ロシア軍によるウクライナ侵攻

を受けて、軍事費の大幅増額や改憲に向けた動きを本格

化させています。 

また改憲に向けても参院選で改憲勢力が３分の２を超

えたことから早期の改憲発議を表明しています。断固と

して阻止する必要があります。 

 一方で、政府は安倍元首相の国葬を実施しようとして

いますが、憲法が保障する法の下の平等や思想・良心の

自由に反するものであり認める訳には行きません。 

 また、復帰50年の節目の年を迎えた沖縄では、「再び

沖縄を戦場にするな」の声が高まっています。しかし、

政府は辺野古や南西諸島での基地建設を沖縄県民の反対

を押し切って進めています。こうした動きを阻止するた

めにも 9月 11日投開票の沖縄県知事選で玉城知事の再選

を必ず勝ち取らなければなりません。 

こうした決意をもって下北地域９条の会も午後３時よ

り街頭演説会を開催し、畑中共同代表はじめ 13 名が参

加、８名の各団体からの不戦の誓いが述べられました。

フォーラムからは栗橋事務局長が参加、挨拶しました。 
  

むつ市平和委員会、安倍氏国葬問題で市教委へ申し入れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大きな政治問題として注目を浴びている安倍

元首相国葬問題に関して、むつ市平和委員会

（柳谷睦夫代表委員）は８月 30日、市教育委員

会へ教育現場での弔意の強制をさせないための

申し入れを行いました。 ↓8/31デーリー東北 



たなぶまさよ・むつ下北選対総括会議を開催しました。 
田名部匡代むつ下北選対（能登勝彦選対委員長）は８月 25 日、党

むつ事務所で総括会議を行いました。 

結論的には今回のむつ下北地域の選挙においては、現職候補者と

いう強みから勝つことができた選挙であり、決して立憲民主党への

期待から勝つことができた選挙ではないものと分析、今後は、むつ

下北地域においては、党勢拡大に向けた活動が必要としています。 

むつ下北選対においては、1区選対指示のもと、比較的スムーズに

諸活動が取り組まれ、各種集会においても、むつ下北選対と田名部

事務所でこまめに連絡を取り、早い段階で日程の確認をし、選対役

員で役割を分担しながら下北地協と連携をし、動員をかけ、中身の

濃い集会を開催することができたとしています。また、今回の選挙

では、特に連合下北地協の協力は、これまでの選挙以上に力強いも

のがあったと判断。連合地協へ各種の協力要請の際には、立憲県連

と連合青森で事前に協議をすることとなっていましたが、むつ下北

に関しては、党と地協の関係性が日頃から構築されており、スムー

ズに進んだことも下北での勝利の要因となったとしています。 

昨年の衆議院選挙同様に、一区内において現地選対との連絡体制

に不備があり、行事直前での予定変更などは多々見受けられたとし

て、これらの改善は各地域選対の活動強化のためには確実にあらた

め、改善することが重要であるとして、こうしたことを本部選対や

１区選対へ強く要請することとしました。 
 

 

※前月号ニュースと一部重複している部分があります。 

【選挙結果について】 

・ 前回（2016 年）選挙と比較し、むつ下北全体で５千

名超の人口減と全自治体で投票率が低下している中で、

田名部の得票は横這い。また、むつ下北全自治体で自民

侯補に勝利した。しかし、知名度不足の自民新人侯補で

の下北で 522票の小差は自民党組織の底力によるもの。 

・ 今回選挙は侯補者に助けられた選挙といえる。田名

部匡代個人の魅力、 親しみやすい人柄、現職として国会

活動での存在感や実績。親子２代続く「田名部ブラント」

で知名度を高めてきたことが大きかったと考える。 

・ 自民新人候補は「元力士」というタレント性のイメ

ージが、むつ下北地域では知名度は感じられなかった。 

・ マスコミ報道によれば自民党衆院 1 区、江渡聡徳と

津島淳による双頭体制の不協和音が組織の行動を鈍くし

たことも自民敗戦の一要因になった。 

・ 前回、前々回（2016 年、2019 年）の参院選で成立し

た野党共闘が今回は成立しなかったが、共産党県委員会

が田名部匡代自主支援を決め、社民党県連、連合青森も

推薦して事実上、与野党一騎打ちの構図となり、自民批

判票の受け皿となったことが勝利の大きな要因だった。 

・ 青森選挙区を最重点選挙区に位置付けた党本部の強

力な支援体制も勝利の一因である。泉代表が公示日に青

森から遊説スタート。幹事長以下多くの重鎮が田名部候

補応援に来青した。また、蓮肪参議院議員が「田名部匡

代個人演説会」にむつ市入りして聴衆に支援を訴えた。 

【成果と課題について】 

・ 今回は野党共闘が成立されなかった。しかし６月 16 

日、共産党県委員会が田名部候補を自主支援することを

決定。また連合、連合青森、 社民党県連がすでに推薦決

定していたことで事実上の共闘となり、野党支持層を固

めたほか、自民支持層や無党派層にも広く浸透したこと

が勝利の大きな要因となった。 

・ 連合下北地協との一体的な選挙行動が出来たことが

むつ下北地域における勝利の大きな要因のひとつであっ

た。今後も下北地協とは日常から情報共有化や各種運動

への協力、連携していくことが求められる。 

・ 今選挙は田名部候補が現職で政治活動の実績、知名

度により自民候補の追い上げを振り切ったが、県内にお

ける立民と自民の組織力は歴然としている。それは、む

つ下北地域においても同様である。立民県連目標の「県

内 40 市町村に地域支部設立」は進展していない。また、

全県選挙を闘う上で機動力・足掛かりとなる地方議員数

も自民に全く及ばない実情にある。 

・ 党むつ下北支部としてこの課題は容易なことではな

いが、選挙時の活動だけでなく党が見える日常活動を起

し、党員サポーター拡大を取り組むことが求められる。 

・ 全県選挙を闘う足掛かりとなる地方（自治体）議員

を誕生させる努力が必要である。 

・ 参院選全国 32の 1人区について、2016年に 11議席。

2019年に 10議席を野党が勝利したことと比較して、今回、

勝利したのは青森、長野、沖縄の３県だけに終わったこ

とを考えれば野党各党には本格的な共闘への真剣な取り

組みを求めたい。野党共闘が実現出来なければ闘いにな

らないことははっきりしている。 

津軽地方互応災害の状況について関係省

庁ヒヤリングする田名部議員 

 鶴田町で豪雨被害視察を終え、被災農家

と話し合う田名部議員 



朝日新聞むつ支局、８月末で閉鎖となりました。安田記者、むつ市勤務最後の記事です。 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
むつ支局・安田記者のむつ市離任にあたってのコラム記事（８月 15日付）です。おつかれさまでした。 

《りんごの目》下北の若者に希望見いだす 

 ９月１日付でむつ支局から長野県の松本支局に異動す

る。「核燃半島」と称されることもある下北半島の若者

たちが、どんな思いを抱いて生きているのかを知ろうと

取材してきた。加速度的に人口が減る地域だが、若者た

ちは常に将来を見据え、前を向いていたように思う。六

ケ所村や風間浦村の漁師たちは地元の海を守りながら漁

獲量の向上に努めていた。とりわけ東通村の中高生はエ

ネルギッシュだった。自ら英会話教室を立ち上げたり、

「模擬議会」で身近な問題を提起して１億円の予算を獲

得したりする姿勢には、心から感動した。一方で朝日新

聞は、「反原発」や「左寄り」のイメージを抱かれるこ

とが少なくない。1998 年に秋田県の地方紙で記者生活を

始めて以来、むつ市が居住した 10カ所目の市町村だが、

今までにない風当たりの強さを感じたことは多々あった。

地元記者クラブが主催した懇親会の席上で、同業者を前

に「朝日新聞は嫌いだ」と言い切った首長もいた。さす

がにこれは初めての経験だった。苦労する機会は多かっ

たが、若者たちの姿勢に希望の明かりを見いだせたこと

は幸せだった。先入観にとらわれることなく、お互いに

理解しあえた人もたくさんいた。この地での全ての出会

いを人生の糧にしたい。（安田琢典） 

8/25 
朝
日
新
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《大間を巡るニュース ２題》 
迷走し続ける「フルＭＯＸ：大間原発」 

世界初のフルＭＯＸ原子炉であり、すべての燃料がＭＯＸ燃料(プルト 

ニウムとウランの混合燃料)を使う設計です。これは世界でも例がなく、 

現在までに日本で許可されているＭＯＸ燃料運転が「最大でも燃料の３分 

の１まで」であることを考えても大胆かつ相当のリスクを抱える試みでも 

あると言えます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9/2 東奥日報 

そ
し
て
、
む
つ
湾
航
路
に
続
い
て
大
函
フ
ェ
リ
ー
も
存
続
の
危
機
、 

下
北
半
島
の
航
路
は
全
滅
な
の
で
し
ょ
う
か
！ 

（
次
ペ
ー
ジ
も
参
照
） 
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【私の偏見でしょうか】 
 去る７月 31日の大間原発反対デモ行進の地元

新聞社の掲載写真です。左と右では集会デモのイ

メージが大きく違いませんか。たかが 200名程度

のデモ行進でしたが、両紙では印象がかなり違う

と感じませんか。日頃より原発報道に取り組む両

者の姿勢がクッキリと現れている気がしてしまう

のは私の偏見なのでしょうか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑8/24デーリー東北                  ↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑8/24デーリー東北                  ↓8/7ウィークしもきた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《編集後記》今回号もほとんどが新聞記事ネタになり

ました。できるだけ皆さんが目を通さないと思われるデ

ーリー東北さんの記事を主に掲載しています。（内容も

Ｔ 紙に比べて中身が濃いと思っています。）今後は独自

の活動を強めその内容を紹介したいと思います。 

前述のように朝日新聞むつ支局も閉鎖となりました。 

これでむつ市内の支局はデーリー東北、東奥日報の地元

紙と読売新聞だけとなりました。購読者数の減少は地域

支局の合理化に直接結きます。朝日新聞の撤退は、私た

ちの活動に理解ある支局だっただけに残念です。（栗） 


